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電子計箪機による
　　　ワードリスト作成上の一問題
田　中　章　夫
　　0　ま　え　が　き
　語彙調査や用語索引の作成を，Computerによって行なうとなると，その
最終出力としてのWor飼isもの作成にはいろいろとなやみが多い。もちろん
語彙調査における頻度順の語彙表や使用率順の語彙表などは，きわめてCo－
rmputer　imきのリストなので，ここには，ほとんど問題はない。しかし，　こ
の種の語彙表についても，ひとたび五十音順の索引などを用意するとなる
と，どのような五十音順を採用して，どんな順序で単語を並べていくかとい
う問題が，すぐ生じてくる。
　国立国語研究所において，現在進行申の語彙調査は，新聞の用語を対象と
して，入繊力には，漢字鍵盤穿孔印刷機（以下「漢テレ」と呼ぶ）を用いてい
る。この漢テレには，2110字の漢字のほか，ひらがな。カタカナ。Pt　一一マ
字・特殊文字（ギリジア文字・発音記号など）・歳用数字・各種記号類が全部
で290字，合計2400字が収容され，その＝一ドは，＝　・一ド順に示すと，ほ
ぼ表1のようになっている。もし，このコードの順序に，データの中の単語
や記号を配列すると，表2に示すように並ぶ。表2のような配列では，あま
りに機械的で，この調子で数万の単語が並んでしまっては，とても，人間の
頭で目ざす単語を捜し出すわけにはいかない。
　そこで，すくなくとも，表3に示す程度の配列をComputerにやらせて
みようというのが，われわれの匿標である。
　なお，表2，表3において，トランプのダイヤの形をした黒い菱形のマーー
クが出てくるが，これは，漢テレに収容してない漢字を打つ場合の記号で
ある。そして，この菱形記号とつぎに出てくる2つの漢字で，漢テレに収容
していない漢字を1つ表わすことにしている。「成◇空両大学」の「③空雨」は
「成践大学」の「践」の字を表わし，「⑱投行脱」の「◇投行」は「剥脱」の「剥」の字
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を表わす。また，「傘供組川」の「魯供試」は「芥川」の「芥」の字を表わすもので
ある。
　もう一つ，音楽の四分音符のわきに一本棒が加わった「『自のマークは，漢
テレに収容していない記号を打つ揚合のしるしで，このマークと後続の2字
で・漢テレの文字盤にない記号を表わす。「『iMO101の「＄MO」は，「￥10」、
の「￥」を表わすものであり，「『IX2」はrX2」を表わすものである。
　　1　配列情報の作成
　今回われわれが試みたword一夏isも作成のためのプログラムは，漢テレの
コード順に機械的に配列されているデータ（単語）を，一応入間の扱いやすい
形に組みかえることを目的としたものである。そして，その配列の順序は，
現行の国語辞典の見出し語の配列になるべく近づくことをE標とした。
　しかし，考えてみると，国語辞典の見出語の配列システムは，一見きわめ・
て単純な常識的な配列に見えながら，これをComputerによって実行する
となると，思いもよらないほど複雑な処理になってしまい，とても不可能で
ある。その結果，現段階で，一応実用にたえる線でまとめたのが，表3に示
した配列システムであるQ
　以下，この配列システムの性格を，国語辞典における送信語の配列と対比：
しつつ，説明してみることにする。
　①カタカナとひらがな
　普通，国語辞典の配列システムにおいて，カタカナで書いた「サクラ」と，
ひらがなで書いた「さくら」とが出てくれば，これは，ほとんどまちがいなく
「サクラ→さくら」の順に並ぶ。ということは，カタカナで書かれていよう
とひらがなで書かれていよ5と・同音のものは・一つのものとして，まずま
とめた上で・「カタカナ書き→ひらがな書き」の序列をつけている。しかし，
漢テレコードに限らず，機械的なコードの揚合には，ほとんど，こんな高級
なことは，できない。カタカナの「サ」で始まる単語が全部並び終ってから，
ひらがなの「さ」で始まる単語が1並ぶとい5システムが普通である。したがっ，
て，これを，国語辞典的な配列に近づけるためには・各データに，カタカナー
か，ひらがなか，どちらかに統一した配列のための情報をつけておいて，それ
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たよって配列を進めなくてはならない。われわれが扱5一般の国語資料の揚
合には・ひらがな書きのデータの方が，カタカナ書きのデータよりも出規頻
度が高いので・配列情報は・すべて「ひらがな書き」で記入することにした。
したがって・さきの「サクラ→さくら」の例について言えば，カタカナ書きの
丁サクラ」の方に・ひらがな書きに変換した配列情報を加えることにした。ひ
ちがな書きの「さくら」の方の配列情…報は・デ■・一タをそのまま転写しておくこ
とになる。
　こうしておいて，配列情報を第1keyにとり，データそのものを第2key
・にとってソートすれば・国語辞典の配列が実現するわけである。
　②清音・濁音・革濁音
　普通の国語辞典の配列システムによれば，清音・濁音・半濁音は，「清音→
濁音→半濁音」の順に並ぶ。「ハス」「バス」「パス」は一ヵ所に集まり，「ハス→
バスー一〉パス」の順に並ぶ。ということは，このシステムにおいては，ee　一一の
かな文字に，濁音符号や半濁音符号のついたものは，まず，これらの符号を
無視して・同一のカテゴij一のものとしてまとめ・その上で，「清音→濁音→
半濁音」の序列を与えているわけである。
　しかし，漢テレコードでは，清音・濁音・半濁音は，一応，別ものになっ
ている。したがって，漢テレコード順で機械的に配列すると，「ひ」ならrひ」
の清音で始まる単語が全部並び終ってから，濁音「び」で始まる単語が並び・
それが全部並び終ってから，辛濁音「ぴ」で始まる単語が並ぶという順序にな
る。さきの「ハス∫バス∫パス」の例で雷えば，「ハス」と「バス」の間には，「ハ
タ／バリ／バカ／バケツ」などの単語が，たくさん，はいってくる。また，
．「バス」と「パス」の間には，「パタヤ／バナナ／パイプ／パクパク」というよう
な単語が並んでしまう。これを，国語辞典的な配列に並べかえるには，デー
タ（単語）の中に照てくる濁音・半濁音を，すべて清音に変換した配列情報を，
各データにつけておいて，それによって配列を実行することになる。した
がって，さきの例で言えば，「ハス」には，単にひらがな化しただけの形「は
す」を配列情報としてつけておく。「バス」には，清音化した配列情報Fはす1
をつけ，「パス」にも，同じくrはす」とい5配列情報をつける。そして，配列
一情報をag　1　keyとし，データを第2keyとしてソ■一・トすれば，「ハス→バス
　　　　　　　　　　　　　　　一12e一
・・ｨパス」の順，すなわち，国語辞典的な配列が実現するととになる。ただ
『し，これに，ひらカミな書きの「はす」が加わると，前述の「カタカナ→ひら淋
な」の序列からして，「ハス→バス→パス→はす」の順になり，カタカナ書き
の「ハス」と，ひらがな書きの「はす」とは，離れて並ぶ。
　③おどり字陰」「s“」
　豪語辞典には，おどり字を含む見出語というのは，まず見当らないが，語
・彙調査のデ・・一タには，数は少ないかもしれないが，出現する可能性がある。
漢テレコードでは，かなのおどり字間」と「N“」は，かな文字の仲闘には，は
馬・っていない。これらは，記号類の仲間にはいり，きわめて若いコードを
もっている。したがってコード順に並べると，「すN“→す乱→すあし→すし」
となってしまう。
　「すあし→すし」のあとに「す判や「す唱を配列するためには，おどり字
を，おどり字の一つの嚇の文字で埋めた形を配列情報として，これによって
配列していけばよい。そのさい，おどり字の前の文字が濁音・半濁音の場
合にはgそれを清音化しておどり字を埋めることになる。たとえば「ば製あ」
の配列情報は「ははあ」，「じN“い」は「ししい」となるわけである。こうしてお
いて，配列情報を第1key，見出語を第2keyとしてソートすると，「すあ
し→すし→すN“→すし→すす→すず」の順に並ぶ。「すN“」と「すず」が，隣合
、わせにはならないが，プログラムテクニックの方からいって，これ以上，手
をかけても，あまり利益にならないので，このへんで，あきらめておいた。
　④長畜符
　現行の国語辞典においても，長音符号を含む語のとり扱いは，辞典によっ
て，かなりまちまちになっている。しかし，多くの辞典に共通している扱い
方は，長音符号を母音にかえて，すなわち「n一ヒ・・」は「3オヒイ」として並
べるというやり方である。これは、人山にとっては・きわめて虜然な配列方
式であり，ことばをさがすときは・前の語をのぼして発音して・そこに現わ
れる母音で検索するのだから・さがす手間もかからない。
　しかし，この配列を機械にやらせるとなると・ちょっと面倒なことにな
tt驕B今國のシステムでは，記億装置の中に，五十音図のすべてのカナ文字を母
ttｹに変換するテー・ブルを用意しておいて，かながきのデータ（単語）の中に長
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音符号がでたら・すぐ，とのテーブルをひく方式をとった。たまたま国研の
漢テレには，カタカナの「アイウエオ」についても，ひら演なの「あいうえお」
についても，小文字の「アイゥェォ」「あ、、うえお」が含まれており・とれらの
小文字はコードの上では，大文字よりも一つ若いコードになっている。カタ
カナについていえば丁アアイイゥウ…」，ひらがなについていえば「ああいい
うう…」の順になっているわけである。
そこで・長音符号の母音変換では・この小文字を使用することにした。した
がって，「＝一ic　一」の配列情報は，「こおひい」の形になり，「ペーパー」は
「へえはあ」になる。そしてこの配列情報を第1key，データを第2keyとし
てソートすると，ほぼ国語辞典と洞じ配列が実現する。同じ語について，た
とえぼ，「コピー／コピィ」とか「ヘヤー／ヘヤア」というように，長音符号に
よる表記と母音を記した表記との2種類の表記カミあると，その前後関係は，さ
ぎにのべたコードの順からいって，常に，「長音符号表記→母音表記」の1晦
すなわち「コピー→コピィ∫ヘヤー一→ヘヤア」の配列になる。
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　　　アあああアあああイいいいイいいいウう　ううウう　う弓
　　　ヴう　ううエえええエえええオおおおオおおおカあかあ
　　　ガあかあキいきいギいきいクう　くうグう　くうケえけえ
　　　ゲえけえコおこおゴおこおサあさあザあさあシいしい
　　　ジいしいスうすうズう．すうセえせえゼえせえソおそお
　　　ゾおそおタあたあダあたあチいちいヂいちいツうつう
　　　ヅうつうテえてえデえてえ　トおとお　ドおとおナあなあ
　　　二いにいヌうぬうネえねえノおのおハあはあバあばあ
　　　パあはあヒいひいビいひいピいひいフうふう　ブうふう
　　　プうふうへえへえべえべえぺえへえホおほおボおほお
　　　ポおぽおマあまあミいみいムうむうメえめえモえもお
　　　やあやあやあやあユう　ゆう　ユうゆう　ヨおよおヨおよお
　　　ラあらありいりいルうる5レえれえロおろおワあわあ、
　　　ワあわあヰいみいヱえゑえヲおをお＠　　ツ　っ
　　　ン　ん　　＊
　　　がかぎきぐくげけここざさじしずすぜせそそだたちぢ
　　　つつでてどとばはぽはびひびひぶふぶふべヘペへぼほ
　　　ぼほう5＊
　　　　　　　　　　　　　　　一コ22一
　国語辞典では・まず問題にならないが・実際の書きことばデータでの・長
音符号の使われ方には，かなりおかしなものがある。たとえば，「ドッーと」
「ウンーと」式の表記である。一般的な長音符の使い方からすれば・「ドーッ
と」「ウーンと」であろうが，マンガなどには，「ドッ二一と」「ウンーと」式
もかなり現われる。そうすると・これらを・さきにのべた処理方式で処理
すると，「ドッーとjの方は，まだ「とつうと」という変換ができるが・「ウ
ンーと」については・お手あげになってしまう。そこで，このように，促音
と擬音のあとに出てきた長音符号については，この長音符号を無視した形を
配列情報とすることにした。すなわち「ドッーと」についてはrとつと」を・
「ウンーと」については「うんと」を配列情報としたわけである。こ5すると・
「ドッーと」は表3に示したように，「ドッと」と並び，「ウンーと」はrウン
と」と並ぶことになる。
　⑤盤　内　漢　字
　圏語辞典においては，いうまでもなく，単語の中に出てくる漢字は，すべ
て解読して，その読みにしたがって単語の配列位置を決めている。もし，コ
ンピェータが，このまねをするとなると，データ（単語）の中に含まれている
漢字のすべてに・よみがなをつけてから・配列情報の作成にとりかかるこ乏
になる。現在，われわれの間では・こ5した処理方式について研究中である
が，今圃報告する配列情報作成のプログラムにおいては，つぎのような方法
をとった。
　○漢字で始まるデー・タ（単語）は・その第一字めの漢字の代表的な読み（音
　訓），のみによって配列位置を決める。
　○そのさい使用する代表的な読みは・それぞれの漢字について，一種類の
　よみ方だけを採用する。
　簡単にいえば，データの2字め以降に出てくる漢字については，一切の処理
をあきらめ，単語をさがすときには，第1哀めの漢字の代表的な一種類のよみ
だけでその単語をさがすということである。ド人」とい5漢字ではじまる単語
は，「人づくり」も「人闘」も「人力車」も，すべて一一ヵ所に集まり，「人」の代表
音を，「ジン」なら「ジン！にきめておけぼ・これらの単語は，「しん」のところ
に並ぶことになる。したがって，かながきのFひとづくり」と漢字ではじまる
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1人づくり」とは，まったく別のところに並んでしまう。一般の園語辞典に・
これに類ずる配列システムをとっているものは，ちょっと見i当らないが，用
字辞典あるいは，用字用語字典といった種類の辞書では，これと周じ配列シ
ステムをとっているものもある。
　ところで・この配列をコンビ＝一タで実行するためには・まず・盤内漢字
の各漢字についての代表的なよみを＝ンピュ画仙に記憶させておく必要があ
る。
　今回の処理においては・盤i内漢字と，その代表音は・磁気テーープに収め・
漢字テーブルテープと名づけた。この漢字テーブルの中には，たとえば「新欄」
の「新」という字は，「新しんアァ」の形ではいっている。また，この漢字テー
ブルの各漢字の代表音（読み）は，それを，そのまま配列清戸として使用でき
るように・すべて清音に変換してある。したがって「人」という字は，「入しん
アァ」の形で収められている。そして，漢字テーブルの中の配列は，はいって
くるデータが，漢テレコード順にソートしてあるので，テーブルの方も，名
レコードのあたまの漢字のコ・・一ドによって，漢テレコード順に並べてある。
　実際の操作においては，漢字ではじまるデー一一タ（単語）が，はいってくると，
その漢字と・この漢字テーブルテープの漢字とを・つき合わせる。そして同
じ漢字がさカミし出されると，テーブルの方の第2字目以下が，そのまま，配
列情報として転写されるわけである。
　さきの例でいえば・催事」についても・「肉づくり」についても・配列情報
は，ともに「しんアァ」となる。この二つのデータ（単語）の間の前後関係，す
なわち，「漢字ではじまる単語で，配列情報が周一のもの」の配列順は，漢テ
レコード順となる。もし，ここに，かながきの「しん（例．しんのあるメシ）」
とかrジン（gin）」などの単語が存在すると・これらと「新」「人」との前後関係
は，「ジン→しん→新→人」となる。これらのデータの配列情報のあたま2字
は，すべて「しん」だが，3斜め以降が，かな書きのデータではスペース，漢
字の方は「アァ」となっている。コード的に・「㊥＜ア」なので，上記のよう
な揚合には，データ（単語）は，すべて，「かながき単語→漢字」の順に並ぶ。
また，さらに，「ア」は，すべてのかなのうちで，もっとも若いコードを屯っ
ている。したがって・助詞の「や（山や川）」と感動詞の「ヤー」と「やあ」，それ
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1に，漢字のr矢」が，どんな順に並ぶかとbうとs「や」の配列情報は「や＠㊥…」，
’rや一」の配列情報は「やあ㊥㊥…」，「やあ」の配列情報は「やあ＠㊥…」，そし
て・「矢」の配列情報は「やアァァ曾㊥…」となる。配列情報の大小関係は，
「やく沸くヤー＜やあ」になるので，いうまでもなく，「や→矢→ヤー→やあ」
の順に並ぶ。このような例については，国語辞典の配列と一一ikする。という
ことは・漢字処理についても，配列という点だけにしぼれば，園語辞典の
配列システムの基本的なところは・実i晩したことになる。したがって，今回
のプログラムで，はぶいたプロセス・すなわち「データ（単語）に含まれてい
る・すべての漢字に適切な読みがなを与えるプロセス」が完成すれば・カタ
、カナ。ひらがな。盤内漢字の範囲のデータについては，国語辞典的な配列
．が・一応できるようになる。
漠字TA懇L毅
曲きょくア
受けいアア
巾きんアァ
形けいアァ
勤きんアァ
潜けいアア
錦きんアァ
経けいアア
繁きんアァ
趣けいアア
r堂とうアァ
頭とうアァ
涌くアァァ
決けつアア
駈かけるア
結けつアア
隅くうアァ
月けつアア
温くつアァ
感けんアァ
訓くんアァ
架けんアァ
旧くんアァ
・列情報のうちで，コード的に，
後に並ぶものは，「ん…」の形である。しかし，「ん」ではじまる単語というも
のは・そうはない。ましてや配列情報の頭の2字が「んん」となりうる単語と
．なると・ほとんど出現の可能性が考えられない。
　したがって・盤外漢字を，「カタカナ・ひらがな・盤内漢字の類」のあとに
：並べたければ，その配列情報のあたまにrんんんん」と，いくつか「ん」をつけ
『ておけばよいということ．になる。今回のプログラムは，安全性を見こんで，
丁んんん」と「ん」を3つつけることにした。そして，そのあとに・カタカナの
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　なお，今國のプログラムにおいて，さきにの
べた漢字テーブルに収めた，各漢字の代表的な
読みは，国立謡言研究所報告22「雑誌九牽種の
用字用語」の第2分箭「漢字褒」の索引を参考に
して定めた。
　⑥盤外漢　字
　盤外漢字で始まるデータ（単語）は，いままで
述べてきた「カタカナ・ひらがな・盤内漢字な
どで始まるデータ」が全部並び終ったあとに配
列することにした。これら「カタカナ・ひらが
な・盤内漢字ではじまるデータ」がもちうる配
　もっとも大きなもの・すなわち，いちばん最
「ア」を置いて配列情報を構成することにした。この「ア」は・以下に述べみ
Pt　一マ字データなどとの位置関係を決めるためのものである。
　したがって，表3にあるゆ投了脱ゴすなわちr剥脱」の配列情報も，「③供1
三川」すなおち「芥川」の配列情報も，ともに「んんんア」となる。これでソート
すると，盤外漢字で始まるデータは「かな・盤内漢字で始まるデータ」の直後
に並ぶが・盤外漢字のデータ同士の前後闘係は，漢テレコード順になる。し．
たがって・盤外漢字データの中から・「芥川」なら「芥Jil」・「剥脱」なら「剥脱虫
という単語をさがし出すときには・別に作成してある「盤外漢字のコード表夢
を参照しなくてはならない。
　⑦　m　一一　マ　掌
　国語辞典においては，たとえば「COMPUTER」と書いてある単語を収み
ようという場舎には・これを「コンピェーター」と読んでしまい，この読みに．
よって配列位置が決まってくる。　ということは，rCOMPUTER」に「コs／’
ピュウタア」という一種のふりがなをつけて，　そのふりカミなによって配列し
ているわけである。ところが，このふりがなも決して，一つの文字につい・
て・一一pt類に決まるわけではない。「A」なら「AJという文字が，「Aクラス」・
というときには・「エ’一　」と読まれ，rATOM」で出てくると，「アトム」すな
わち「ア」と読まれる。その弓え，さらに，国語辞典では，これらの単語が・
大文字で書かれていようと，小文字で書かれていようと，まったく問題にな『
らない。
　これだけの複雑な手願を機械に任せるのは・きわめてむずかしい。そこ
で・今圃のプログラムでは・大文字と小文字の統含・すなわち・大文字で’
rA［rOMJと書いてあっても，小文字でratom」と書いてあっても，これがと
なり合わせに並ぶという点だけの処理にとどめた。そして・ローマ字で始ま
るデータ（単藷）は，すべて一まとめにして，さきの「盤外漢字データ」のつぎ1
に，アルファベット順に並ぶようにした。
　大文字・小文字の統合だけは，しておかないと，漢テレコードのまま，
買一マ字書きのデータをソートすると，小文字で書かれたものが，「a～z上
まで全部並んでから，大文字の「Ajがはじまるといをアルファベット順に
なってしまう。とれを避けるためには，配列情報を，、小文字なttら小文字，大：
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㌃文字なら大文字に統一してつけてやればいいわけである。われわれが扱う羅
、語資料では大文字の出現頻度の方が高いとは思ったが・＝一ド上の紺応から
1いって，大文字と小文字の間の変換は，きわめて手軽で，処理時間への影響
．も，ほとんどない程度なので，配列情報には・小文字をえらんだ。そして・盤
外漢字データのうしろに並べるために・配列情報のあたまには，「んんんイ」
・をつけることにした。したがって，「atom」の配列情報は「んんんイatom」，
irATOM」の配列情報も「んんんイatomllとなる。これを第1key，データ
・を第2keyとして，ソートすると，　ratom→ATOM」の顯に並ぶことにな
る。
　⑧特殊文　学
　特殊文字というのは，はじめにのべたように，「α，li　Jなどのギリシア文
’字や発音記号などである。これらが，もし出て来た揚合には，ローマ字デー
タのあとに，漢テレコード順に配列することにしてある。特殊文字相互の間
の配列順は・漢テレ＝一ドのままだから・配列情報は，単にrんんんウ」のみ
之なる。
　⑨算　用　数　字
　算用数字は，特殊文字ではじまるデータ（単語）のあとに・並べる。そして
その配列順は・データのいちぼん最初の数字について上昇順，すなわち「0・
1・2・3…9」の順に配列する。「漢テレコードそのものが，算用数字につ
いては・すでに上昇順なので・配列情報は・特殊文字データのあとに並べる
之いうだけの情報を与える「んんんエ」となる。
　⑩盤　内　詑号
　「んんんれの配列情報を与えて・漢テレコード順に，算用数字データのあ
之に並べる。
　⑬盤　外記号
　「んんんカ」の配列情報を与えて・漢テレコード順に，盤内記号データのあ
，とに並べる。
　⑫エラーデータ（表2の＊印）
　エラーデータには・H－3010＝一ドで，最も大きい』聯罵～＝」の配列情
報を与えてある。したがって・、もし・アウトプットを行なえば・表3に掛て
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、いるように・いちばん最後に董べられる。現在のところ，エラーデータとV
ては，表2・表3からわかるように乞おどり字で始まるデータ・長音符号で
始まるデータ，それと，かな以外の文字のあとに長音符号が来ているデータ
（表3のいちばん最後に挙げてあるデータで，これは漢書「中」のあとに長音
符号が畠てきている）の3種類を，はじき出すようにしてある。こうした形
式は，臼本語の単語には，ありえない形式であり，パンチミスか，語彙調査
なら単位切りのミスに違いないということになる。しかし，この程度のエ
ラーチェックでは，語彙調査の実行プPtグラムとしては・あまり実際的な効
果がないので，今後，単位切りのさいの，各種のルール違反なども，はじぎ
出せるように改良していくつもりである。
　これまで国語研究所の漢テレのコードにしたがって入力されたデータにつ
いて，その配列法をのべてきたが・配列システムの基本的な考え方は・もち
ろん特定なコードだけに通用するというものではない。漢字・かな。ローマ
字・数字などによる実際の国語表記のデータを・そのまま機械で処理する場
合には，必ず解決を迫られる問題である。
　2．む　　す　　び
　fi　4は，以上述べてきた・今回のプログラムによる・配列情報の記入方法
を・表にまとめたものである。そして・この配列情報によって，ソートした．
結果，データがどう配列されるかを示したのが表5である。これらについて
は，すでに説明したので・表6のゼネラルフP　・一について・述べることにす
る。
　いちばん野僧なのは，Dのステップである。ここでは・データの第1努め
しか，字の種類の判劉をしていない。この第1字めの字種によって，データ
は，すべてふり分けられてしまうことになる。盤外漢字・ローマ字・特殊文
字・算用数字・あるいは記号類を頭にもつデータのように，集まる位置だけ
を指定し・その中での前後闘係については・漢テレコードに依存してしまう
埋合は，そう困らない。また盤内漢字で始まるデータも・2弾め以降につい
ては，はじめから無視しているという・この約束さえ知っていれば，検索の・
さい，そう不便はない。
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　表4　　　　　　このプPグラムによる配列構報の錠入
〈DATAの第一字の字種〉〈処　　　理〉　　　　〈配　　列　　督　　報〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漢テレ10字（20桁）
鍛鴬醗二二　繍ひ・醐・彗音画一回
盤内漢字一骸音　→巨・・繍音・一・、
盤外漢字　　　　　→んんんア（sp）～（亜）
尖二＝諺｝小P…一マ字囎一んんん・鍍が舞
特殊文字　　　　　→んんんウ（sp）～（垂）
鐸用難字　　　　　→んんんエ（sp）～（亜）
盤内記号　　　　　→んんんオ（sp）～（垂）
盤外記号　　　　　→んんんカ（sp）～（豆）
エラづ諱@　　→E一一一ヨ
　表5　　　　　　，冤　出　語　配　列　順
　　　　　　　（配列惜報Ekeyとしてソートとすると①～⑧の順に並ぶ）
配列順位。DATAの第一字めの字種　　　　　　　　　　く配　　列　　顧〉
①鍛鴬｝一1・・瀟音に一＿豹＿綬
　　盤内漢字一→（漢字代表音）
②盤外漢字　　　　　　　→漢字テレコード順
③小ローマ字　　　　　？　〉アルファベット順
　　大n－mマ字一小ローマ字に変換」
④特…　殊　文　字　　　　　　　　　　　一〉漢テレコード順
⑤鐸用数字　　　　　　 →漢テレコード順　　　　　　　　　 　 　　 　 　 　　　　　（上昇順）
⑥盤内記号　　　　　　　→漢テレ＝一ド順⑦盤外記号　　　　　　 →漢テレ＝一ド順⑧エラーーデータ　　　　　　 →漢テレコード順
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我6
A
B
c
p
E
START
HSKP
DATAqEAD
P
先行DAτAと@岡一晃出語 猟TAC麗Cκ ERROR　DATA
先行のDATAのz列惰報内蝦…写 ERROR　PR揃丁
F
児出譜謌鼕ｿテレ字
嚴甯ﾐllルーチン
、
カタ
@カナ
ひち
@がな
盤．焉@漢字． 盤外
@漢字
小ロー
@マ字「
大ロー
@マ字
特殊
@文字
算用
@数字
盤内
ｾ碍
盤外
@記号
E2　　　旦3 £4 £5 E6 瓦7 £8
カタカナ噂ひらがな
@　変換 漢字sABLE
qE湘D
小文宇に変換 ?
E1
漢字代表帝コレート濁　膏一・清膏
ｷ音符一・母音
@．変換　．
オドリ字処理
配至1鯖穀脚噸WR藍TE　AREA
F
　DAT《一WRlTE　ARER
WRΣTE
E醤£｝
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　不都合が，もっとも予想されるのは，かな文字ではじまるデータである。
．7cとえば「お母さん」とか「パン屋」の配列情報は「（お母さん）j「（はん屋）」のよ
’うに・漢字部分には・その漢字の漢テレほ一ドが，そのままはいってしま
’う。これでソートすると，「お母さん」が「お」の部に，「パン屋」が，「は」の部
ltﾉ収められることは・まちがいない。しかし・配列の位置は，「お母さん」
では，漢字「母」の，また「パン屋」では，漢字「屋」の漢テレコ・”一ドが，大きな
・決定権をにぎってしまう。したがって・「お母さん」茄「お」の部のどの辺に
並んでいるか，「パン屋」が「ハンモック」よりも前に出るか，あとに出るか
1．Sま，漢テレコードを調べなくては，わからないことになる。この点が今回の
プログラムの最大の欠陥であり・われわれも，ずいぶん不安をいだいた。しか
し結果的には，こうした表記形式をとりうるものが，親代の新聞などでは・
やはり数が少なかったということと，今回のテストランでは，こんなことよ
りも・もっと基本的な点での処理，たとえば同表記要語（例，工夫…くふう
／こ弓ふ）の判瑚や活用形の終止形変換などが進んでいなかったことのため
1に，あまり目立たなかったようである。
　この欠点も，結局は・何回ものべたように，今回のプPtグラムでは漢字の
解読をしていないと㍉・う点から生じたものである。語彙表の作成に限らず，
漢字かなまじりのデ・・一望を扱う揚合には，その第一条件として，漢字という
ものは・一応，自動的に解読すなわち「よみがなつけ」が・できるようになっ
ていなくてはならない。
　最後に，今回のプログラムの処理時周にふれておく。表6のフローチャー
’トのCのステップの左側からわかるように，先行データと岡一のデータは，同
一の配列情報が書きこまれるため，まったく処理を行なわずに，先行データの
．配列情報を転写するだけのシステムになっている。ということは，頻度の高い
単語，たえば「する」ならrする」が1GOO回出てきても，これは・1園分の処
理と時局的には，そ5かわらないことになる。したがって処理するデータの
蚤がふえればふえる程・三間がかかるという比例関係ではない。大ざっぱに
言えば，入力データの量と，処理時間との関係は・延べ語数と異なり語数と
の関係に近いものになる。すなわち入門データが，ある一定の量に達すると
それから先は，異なり語の現われ方が落ちるので，処理時間もあまり延びな
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くなってくる理くつである。現在のところ・そう大きなデータは流していな
いが・20516語について約4時問，47638語について，5時聞であった。と
れは，もちろん，親在われわれが扱っている長い単位（複合語を1語とする〉
についての結果である。
　まだ，実際に処理してはいないが，短かい単位や国語辞典の見出語程度の
長さの単語の場舎には，処理時閣は大癩に短かくなるはずである。その第1
の理由は，単位が短かいほど，同一語ヲ影のデータすなわち同じ単語が，多く
なり，異なり語の数が減少するからである。第2の理由は，表6のE1のあ、
たりの処理すなわちカタカナのひらがなへの変換，濁音・半濁音・長音符
号・おどり字の処理は，データ（単語）のあたまから一字ずつ扱っていくた、
め，データ（単語）の長さが，処理時關と密撲に闘係しているからである。
注）　ソート　　データを，指定した一定の順序に電子計算機で並べさせる処理。
（参照）　田中章夫「電子計算機による漢字の自動解読とその問題点」（計量国語学・37ン
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